
令和６年度実施結果について

・繁殖力が強く在来種への影響力が大きい特定外来種について、潟の生態系維持・回復を

図るため防除を行う。

・特に条件付特定外来生物（アカミミガメ・アメリカザリガニ）は、ハス等の水生植物へ食害を

及ぼすことから、低密度管理の実現に向けた取組みを実施。
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資料２環境政策課

令和６年度特定外来生物防除等事業について

令和６年度（概要）

作業期間：８月３日～10月９日 / 罠設置箇所数：10箇所（下潟）

作業回数：20回

捕獲数：1,011匹【アカミミガメ：545匹、アメリカザリガニ（死骸）：1匹】

【クサガメ：464匹、スッポン：1匹】

※西区地域課による事業数値は含まない。
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環境政策課

【回数別】捕獲数推移
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作業回別の捕獲数推移

アカミミガメ捕獲数 アメザリ捕獲数

・参考〈第1～9回（8月）、第10～17回（9月）、第18～20回（10月）〉

・回数を重ねるにつれ捕獲数が減少（第1回は罠の半数程度が破損）。

・捕獲個体のうち約75％はメス。

うちオス, 

25.3%

うちメス, 

74.5%

うち不明, 0.2%

捕獲したアカミミガメの性比

捕獲数：545匹
オ ス：138匹
メ ス：406匹
不 明： 1匹

【アカミミガメ】性別内訳

設置箇所



3環境政策課【地点別】捕獲数内訳（Ａ1～Ｂ2）

クサガメ ― クサガメ ー クサガメ ー クサガメ ー クサガメ ー

第１回 5 0 8 0 3 0 1 0 5 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第２回 8 0 5 0 9 0 14 0 3 0 0 0 20 0 4 0 19 0 11 0

第３回 10 0 13 0 7 0 6 0 8 0 6 0 18 0 3 0 11 0 1 0

第４回 11 0 9 0 4 0 5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 0 0 0

第５回 9 0 3 0 9 0 3 0 4 0 6 0 3 0 3 0 9 0 6 0

第６回 10 0 2 0 5 0 15 0 7 0 10 0 12 0 5 0 12 0 3 0

第７回 3 0 5 0 2 0 4 0 6 0 5 0 8 0 0 0 1 0 1 0

第８回 5 0 2 0 5 0 2 0 3 0 5 0 8 0 3 0 0 0 0 0

第９回 6 0 2 0 3 0 5 0 3 0 3 0 1 0 1 0 2 0 0 0

第１０回 10 0 2 0 6 0 2 0 5 0 4 0 1 0 1 0 1 0 0 0

第１１回 6 0 6 0 5 0 3 0 11 0 6 0 1 0 0 0 0 0 0 0

第１２回 4 0 2 0 6 0 6 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第１３回 2 0 3 0 1 0 3 0 5 0 3 0 0 0 5 0 0 0 2 0

第１４回 5 0 1 0 1 0 11 0 3 0 7 0 0 0 0 0 1 0 1 0

第１５回 2 0 0 0 0 0 8 0 3 0 9 0 4 0 3 0 1 0 5 0

第１６回 0 0 0 0 0 0 8 0 2 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第１７回 3 0 4 0 0 0 13 0 2 0 11 0 3 1 2 0 1 0 0 0

第１８回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第１９回 0 0 3 0 3 0 3 0 2 0 6 0 7 0 3 0 0 0 0 0

第２０回 0 0 0 0 5 0 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 99 0 70 0 74 0 113 0 79 0 94 0 87 1 33 0 62 0 30 0

アカミミ アカミミ アカミミ アカミミ アメザリ
その他

アメザリ
その他

アカミミアメザリ
その他

アメザリ
その他

A2 A3 B1 B2A1

アメザリ
その他



4環境政策課【地点別】捕獲数内訳（Ｃ1～Ｄ2）

クサガメ ー クサガメ ー クサガメ ー クサガメ ー クサガメ スッポン

第１回 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 7 0 4 0

第２回 1 0 0 0 14 0 8 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 3 0

第３回 0 0 1 0 3 0 6 0 0 0 1 0 1 0 0 0 6 0 5 0

第４回 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 3 0 4 0 18 0 4 0

第５回 2 0 5 0 6 0 4 0 0 0 0 0 4 0 3 0 6 0 5 0

第６回 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 4 0 6 0

第７回 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5 0 1 0 1 0

第８回 1 0 4 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 0 0

第９回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 4 0 0 0

第１０回 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5 0 2 0

第１１回 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 7 0 1 0 0 0 1 0

第１２回 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 0 3 1

第１３回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0

第１４回 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 2 0

第１５回 2 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0

第１６回 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 1 0 5 0 0 0

第１７回 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

第１８回 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第１９回 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 0 0 0

第２０回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

計 12 0 32 0 28 0 29 0 0 0 3 0 28 0 24 0 76 0 36 1

その他
アカミミ

その他
アメザリアメザリ

その他
アメザリアカミミアメザリ アカミミ

その他
アカミミ

その他
アメザリアカミミ

C3 Ｄ1 Ｄ2C1 C2
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【地点別】捕獲数割合（Ａ1～Ｄ2）

Aの３地点での捕獲率が高い



6環境政策課【回数別】捕獲個体腹甲長集計（Ａ1～Ｄ2）



7環境政策課【地点別】捕獲個体腹甲長集計（Ａ1、Ｂ2、Ｃ2、Ｄ2）



8環境政策課【地点別】捕獲個体重量集計（Ａ1～Ｄ2）



9
環境政策課調査報告書

・作業ごとに記録した捕獲個体データを基に、各分野の専門家へ調査を依頼。

各調査内容

生物＝生息数の推定調査 植生＝周辺植生への影響調査 共通＝事業成果や課題、改善点の助言

・井上信夫氏調査報告書内容（抜粋）

・これまで佐潟で確認
されたカメ類は４種

（クサガメ、アカミミ、
イシガメ、スッポン）

・生物相の既往調査から、
数十年でアカミミガメ
の急激な増殖が注目
される。
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環境政策課

・他の湖沼と比較して、メスの割合が高い。
・カメ類の性別は、胚発生時の気温で決まるが、
湖面周辺に開けた農地や林地が多い佐潟の
周辺環境がメスが多くなる原因と考えられる。
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環境政策課

・調査回ごとに捕獲個体数の
減少が見られる。

・水温低下の影響ではなく、
一定の除去効果があったも
のと考えられる。

・生息数の推定は、侵略的外
来種に適したデルーリ法を
使用。

・十分なデータが不足してお
り極めて精度の低い数値で
あるが下潟全域では、数千
～約1万個体が生息すると
推定される。
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環境政策課

・効果的な防除には、遅くとも５月初旬の開始が望まれる。
・アメリカザリガニの防除も可能な罠の見直しの必要性。
・カメの行動域を50ｍと想定し、罠の設置間隔（100m）や
設置場所の見直し必要性。

・設置日数の短縮、餌の腐食防止の工夫。
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・久原泰雅委員調査報告書内容（抜粋）

・捕獲数の減少は、防除による効果が得られた可能性がある。
・ただし、活動時期・産卵時期が過ぎた期間であること、同じ
場所に設置し続けたことなどの影響も考えられる。

・設置手法や今後のデータの比較検討が必要。
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・潟の水抜き後の水位回復時にハス個体が食害にあい、
植生への影響評価不可。

・カメポチャの継続、アメリカザリガニ用の罠の使用。
・複数年の防除、罠の設置場所の見直しの必要性。
・早期着手の必要性。
・大型個体の防除及び罠１個あたりの捕獲量の増加が望ま
れる。
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次年度に向けた課題・見直し

課題

１．防除個体（≒捕獲量）増加/早期着手

２．本来の生態系への回復・維持（水生植物の個体数増加）

３．生息数と植生への影響調査の継続及び精度向上

４．特定外来生物（条件付含む）に関する影響力や危険性、防除の必要性の普及啓発

見直し項目

１．早期の着手に向け進めていく（早期着手届の活用）。

２．罠の種類の見直し（アメリカザリガニ用の捕獲罠等）。

３．罠の設置箇所・手法の見直し（設置間隔100m程度、設置箇所変更、設置期間の

短縮等）。

４．水生植物が自生できる環境改善として、その他の取組み強化（ハス囲いの設置等）。

５．防除の目的・特定外来種の取扱いについて周知・注意喚起の強化及び、防除事業の

連携体制強化（関係者や西区役所、水鳥・湿地センター等）。


